
　多久市
歴史文化
基本構想

　こ
れ
ま
で
の
個
別
的
な
文

化
財
把
握
が
「
ふ
る
さ
と
多

久
学
」
の
視
点
に
よ
っ
て
新

た
な
ま
と
ま
り
と
し
て
捉
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市

民
に
「
ふ
る
さ
と
多
久
学
」

を
広
げ
、
多
久
の
歴
史
文
化

の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　ま
た
、
市
内
に
は
多
く
の

未
指
定
の
文
化
財
が
現
存
し

て
お
り
、
未
指
定
文
化
財
の

計
画
的
な
指
定
、
登
録
を
行

い
、
さ
ら
に
多
く
の
文
化
財

を
把
握
し
、
そ
の
新
た
な
価

値
を
見
出
し
ま
す
。

　こ
れ
ら
の
文
化
財
を
守
っ

て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
・

行
政
・
学
校
・
活
動
団
体
と

の
連
携
・
協
力
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

協
働
の
場
づ
く
り
、
文
化
財

に
関
わ
る
担
い
手
の
育
成
や

そ
の
活
動
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
、
活
動
資
金
の
確
保
な
ど

基
盤
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

　子
ど
も
た
ち
が
市
内
の
歴
史

文
化
に
興
味
を
持
ち
、
文
化
財

サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
っ
て
も
ら
う

こ
と
や
、
シ
ニ
ア
の
歴
史
語
り

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
学
校
教
育

や
生
涯
学
習
の
拡
充
を
行
い
、

文
化
財
を
よ
り
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
機
会
を
創
出
し
ま
す
。

　多
久
の
地
域
や
人
の
特
色
を

あ
ら
わ
し
、「
多
久
ら
し
さ
」

の
基
礎
と
も
い
え
る
多
久
の

「
歴
史
文
化
」
を
守
り
伝
え
、

文
化
財
を
受
け
継
ぎ
活
か
し

て
、
多
久
ら
し
さ
を
基
に
し
た

ま
ち
づ
く
り
や
、
多
久
の
魅
力

向
上
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

　市内には、国指定史跡および重要文化財「多久聖廟」をはじめとする指定文化財のほか、たくさんの未指定の文
化財があり、これらはわたしたちの祖先の営み、地元ならではの特色を今に伝える歴史的遺産です。
　市の歴史と文化をこれからの街づくりや人づくりに活かしていくため、今年 3月に “多久市歴史文化基本構想（以
下 基本構想）” を策定しました。今回の特集では基本構想のポイントを紹介します。

文
化
財
を
総
合
的
に
把
握
し
、

新
た
な
価
値
を
見
つ
け
る

文
化
財
を
守
り
、

継
承
す
る
基
盤
づ
く
り

文
化
財
を
効
果
的
に
利
活
用
し
て

ま
ち
づ
く
り
に
役
立
て
る

多久初の前方後円墳が発掘！

＜基本方針と目標＞＜基本方針と目標＞

　市内で取り組まれている「多久学」の視点を通じて文化財の把握をすすめます。また、多久学の考えは、多久聖廟
を継承してきた歴史から、「人づくり」が重要なテーマのひとつであり、多久の特色であることを示しています。

特 集

新たな価値を

みつける

まちづくりに

役立てる

継承するための

基盤を整備する

＜目標＞文化財を受け継ぎ活かして、多久の魅力を向上させる

＜３つの基本方針＞

多久の歴史文化を活かしたまちづくりへ

▲多久産安山岩の石器

▲多久聖廟釈菜（県重無形民俗）

▲面浮立

▲遺跡の一部

▲若宮八幡宮神殿（県重要文化財）

▲肥前狛犬▲専称寺の大つつじ（市天然記念物）

▲川打家住宅（国重要文化財）

▲多久太郎宗直肖像画（延寿寺蔵）

▲竪坑櫓跡
たて こうやぐらあと

　今回、市内初の前方後円墳が見つかった牟田辺遺跡は、弥生時

代には拠点集落として人々が生活を営んでいた場所で、1974年か

ら 6回に渡り発掘調査が行われました。

　その間に細形銅剣などの副葬品や甕棺墓群、環濠などが発見さ

れましたが、昨年 6 月から行っていた第 7次調査で、弥生時代の

遺構や 5世紀中頃につくられた前方後円墳と円墳、 6世紀ごろに

つくられた円墳が発掘されました。

　前方後円墳は見晴らしの良い丘の上にあり、王族の墓だと考え

られます。全長18メートルと前方後円墳としては小さいサイズで

すが豊富な副葬品が発見されました。

　前方後円墳から出土した馬具の一種とみられている「三環鈴」

や「鈴杏葉」は大変状態が良く、当時の音色を聴くことができます。

さらに石室から見つかった装身具の「獅噛文帯金具」は出土例が

ほとんどなく、小さな古墳から発見されることも珍しい品です。

　多久は石器の材料になる安山岩の原産地で、2万年以前から人々

が生活をしていたとされます。また安山岩が豊富だったことから、

独自の文化が育まれた特殊な地域だったことが伺えます。
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